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高齢者の
医療制度を創設
現行の老人保健制度に変わり、
「後期高齢者医療制度」が創設されます。

平成20年4月

　
老
人
の
医
療
費
を
中
心
に
、
国
民

全
体
の
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
る

な
か
、
世
代
間
の
負
担
を
明
確
に
し
、

公
平
で
分
か
り
や
す
い
制
度
に
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
７５

歳
以
上
の
高
齢
者（
６５
歳
以
上
で
一

定
の
障
害
の
あ
る
人
を
含
む
）は
、

現
行
の
老
人
保
健
制
度
に
変
わ
り
、

来
年
４
月
に
創
設
さ
れ
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

　
７５
歳
以
上
の
人
、
６５
歳
以
上
で
一

定
以
上
の
障
害
が
あ
る
と
市
町
村
が

認
定
し
た
人
、
す
べ
て
が
加
入
者
と

な
り
ま
す
。

具
体
的
に
何
が
変
わ
る
の
？

　
こ
の
制
度
で
は
、
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
た
費
用
の
一
部
に
あ
て
る
た

め
、
「
保
険
料
」
を
被
保
険
者
全
員

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
保
険
料
は
、
県
ご
と
に
一
律

の
保
険
料
率
が
設
定
さ
れ
、
所
得
に

応
じ
て
一
人
ひ
と
り
の
金
額
は
異
な

り
ま
す
。
納
付
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
年
金
か
ら
「
天
引
き
」
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得

の
状
況
な
ど
に
応
じ
て
軽
減
措
置
も

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

公
費（
国
、
県
、
市
町
村
）が
約
５
割

を
負
担
、
現
役
世
代
か
ら
の
支
援（
若

年
者
の
保
険
料
）が
約
４
割
を
負
担

し
、
残
り
の
１
割
を
高
齢
者
の
皆
さ

ん
か
ら
保
険
料
と
し
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す（
下
図
参
照
）。

給
付
は

老
人
保
健
と
変
わ
り
ま
せ
ん

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
の
窓

口
負
担
は
、
老
人
保
健
と
変
わ
ら
ず
、

原
則
、
一
般
の
人
は
１
割
負
担
が
継

続
さ
れ
ま
す
。
現
役
並
み
の
所
得
が

あ
る
人
は
３
割
負
担
で
す
。

　
入
院
時
の
食
事
療
養
費
の
支
給
、

高
額
療
養
費
の
支
給
、
訪
問
看
護
療

養
費
の
支
給
、
移
送
費
の
支
給
な
ど
、

申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
給
付
を
同
様
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

保
険
証
は
１
人
１
枚

　
被
保
険
者
全
員
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
独
自
の
「
保
険
証
」
が
、
１

人
に
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
証

は
カ
ー
ド
型
で
小
さ
く
な
り
ま
す
。

改正のポイント
■ ７５歳以上の人が対象となります。
　 （一定以上の障害のある方は６５歳以上） 

■ 医療費の負担割合は一般が１割、現役並 
　 み所得者が３割です。 

■ 保険料は原則として年金から徴収します。 

■ 制度の運営主体は広域連合が行います。 

■ 窓口業務、保険料の徴収は市町村が行い
　 ます。

広
域
連
合
が
運
営
主
体

　
保
険
料
の
決
定
や
医
療
を
受
け
た

と
き
の
給
付
な
ど
の
運
営
主
体
は
「
長

野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

が
担
当
し
ま
す
。
市
町
村
は
、
保
険

料
の
徴
収
、
申
請
や
届
け
出
の
受
付

や
保
険
証
の
引
き
渡
し
な
ど
窓
口
業

務
を
担
当
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
℡
０
２
６
・
２
２
９
・
５
３
２
０
）

市
民
環
境
部
市
民
課
国
保
年
金
担
当

　
　
　
　
　
　
（
℡
８２
・
３
１
３
１
）

　
平
成
１９
年
８
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
、
平
成
１９
年
度
の
住
民
税
の
課

税
所
得
な
ど
に
応
じ
て
、
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
負
担
す
る
一
部
負
担

金
の
負
担
割
合（
１
割
な
い
し
３
割
）

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
対
象
者
に
は
新
し

い
老
人
医
療
受
給
者
証
と
国
保
高
齢

受
給
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

【
老
人
医
療
受
給
者
】

①
受
給
者
証
の
交
付

　
課
税
所
得
な
ど
の
判
定
に
よ
り
、

す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
る
老
人
医
療

受
給
者
証
の
負
担
割
合
が
変
更
に
な

る
人
に
の
み
、
８
月
１
日
か
ら
使
用

い
た
だ
く
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
一
部
負
担

金
の
割
合
に
変
更
が
な
い
人
は
、
現

在
お
持
ち
の
「
老
人
医
療
受
給
者
証
」

を
引
き
続
き
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

②
旧
受
給
者
証
の
取
り
扱
い

　
新
た
な
一
部
負
担
金
の
割
合
を
記
し

た
老
人
医
療
受
給
者
証
を
交
付
さ
れ

た
人
は
、旧
受
給
者
証
を
必
ず
返
還
し

て
く
だ
さ
い
。旧
受
給
者
証
を
使
用
す

る
と
、不
正
行
為
と
見
な
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
国
保
高
齢
受
給
者

（
誕
生
日
が
昭
和
７
年
１０
月
１
日
以
降
、

昭
和
１２
年
８
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

①
受
給
者
証
の
交
付

　
８
月
１
日
か
ら
使
用
い
た
だ
く
「
国

保
高
齢
受
給
者
証
」
は
全
員
に
送
付

し
ま
す
。

②
旧
受
給
者
証
の
取
り
扱
い

　
今
ま
で
お
使
い
の
国
保
高
齢
受
給

者
証
は
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
、必
ず
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
年
金

担
当（
℡
８２
・
３
１
３
１
）、
各
総
合

支
所
市
民
福
祉
課
国
保
年
金
係

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

保
険
税（
医
療
分
）の
基
礎
賦
課
額
に

か
か
わ
る
限
度
額（
年
税
額
）が
本
年

度
か
ら
５３
万
円
か
ら
５６
万
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
基
礎
賦
課
額
に
か
か
わ
る
限
度
額

と
は
、
保
険
税
を
計
算
す
る
と
き
、

一
定
の
金
額
に
達
し
た
場
合
、
こ
れ

を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ

る
上
限
額
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
税
に
対
す
る
平
等
と
公
平

性
を
保
持
す
る
た
め
、
国
民
健
康
保

険
税
の
減
免
に
対
し
て
、
一
定
の
基

準
を
整
備
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容

は
市
民
課
国
保
年
金
担
当
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2
つ
の
受
給
者
証
が

変
わ
り
ま
す

保
険
税
の

算
定
と
減
免
の
扱
い
が

一
部
変
わ
り
ま
す

国
保
か
ら

お
知
ら
せ

医療費費用の負担割合

医 療 費

患者負担を除く医療費

患者負担 公費
国・県・市町村

５割
病院等での
窓口負担

各医療保険者
（国保・社保など）

４割

保
険
料 

１
割

・
・
・

老人医療受給者証

国保高齢受給者証


